
                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 青梅労働基準監督署管内において、令和４年の休業４日以上の転倒に係る労働災害

は、６４件（同年８月末時点）発生しています。 

前年は同５１件であり１３件増（前年比＋２５．５％）と急増しています。 

転倒災害防止のためには、適切な床面・照度・手すりの設置等の設備改善、作業に

見合った靴の導入、体のバランス能力の向上、体操の取組、教育を行い労働者の安全

意識を高揚させること等が求められます。 

裏面のチェック表を用いて、事業場の職場環境や労働者の作業行動を確認し、問題

のあったポイントを改善しましょう。 

また、皆様の事業場では、安全の担当者を配置していただいていますでしょうか。

安全管理者又は安全推進者を選任する必要のない事業場においても別添の『安全推

進者の配置等に係るガイドライン』に基づき安全推進者を配置し、安全管理体制を充

実させ労働災害防止を進めましょう。 

 

青梅労働基準監督署からのお知らせ（東京労働局ＨＰ） 

「転倒災害防止のための見える化事例集 」＆ 

「転倒災害防止講習会を開催しました」 

の資料 を参考にしてください。  

          青梅労働基準監督署 

  

青梅署 STOP!転倒災害プロジェクト推進中 

転倒災害が急増しています！！ 

 



 


